
限りある資源を大切に 本紙はリサイクルによる、古紙からの再生パルプ（ ％）を使用しています。

平成 年４月 日号あしや市議会だより平成 年４月 日号あしや市議会だより

第第
１１
回回
定定
例例
会会
のの
ああ
らら
まま
しし

人
事
案
件

たが、平成 年度から議会制度の改革に
取り組むなかで、平成 年度に制度の見
直しを行い、給付事業の縮小やクラブ助
成制度の廃止など大幅な変更を行いまし
た。その結果、平成 年度から、給付事
業は会員の会費で運営し、市の交付金は
健康診断費用に限り受け入れ、残額が出
た場合は市に返還することに改めました。
これは、労働安全衛生法で事業者に労働
者の健康診断を義務付けていることを参
考に、健康診断費用のみ市からの交付金
を充てることにしたものです。

月月 日日号号

大大原原町町のの町町並並みみ

※議案番号欄 議提 とあるのは、議員提出議案。

議案番号 件 名 結 果

市

長

提

出

議

案

１

２

３

４

５

６

７

８

９

固定資産評価審査委員会の委員の選任

長期継続契約をすることができる契約を定める条例の制定

火葬場の設置及び管理に関する条例の一部改正

南芦屋浜地区における企業立地促進条例の一部改正

都市公園条例の一部改正

年度一般会計補正予算（第４号）

年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

年度下水道事業特別会計補正予算（第２号）

年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

年度病院事業会計補正予算（第１号）

年度水道事業会計補正予算（第１号）

市立集会所の指定管理者の指定

職員定数条例の一部改正

職員の勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部改正

市職員の自己啓発のための休職に関する条例の制定

市職員の修学部分休業に関する条例の制定

人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の制定

特別会計条例の一部改正

手数料条例の一部改正

保健センターの設置及び管理に関する条例の一部改正

市立あしや温泉の設置及び管理に関する条例の一部改正

市福祉医療費の助成に関する条例の一部改正

国民健康保険条例の一部改正

法定外公共物管理条例の制定

年度一般会計予算

年度国民健康保険事業特別会計予算

年度下水道事業特別会計予算

年度公共用地取得費特別会計予算

年度都市再開発事業特別会計予算

年度老人保健医療事業特別会計予算

年度駐車場事業特別会計予算

年度介護保険事業特別会計予算

年度宅地造成事業特別会計予算

年度打出芦屋財産区共有財産会計予算

年度三条津知財産区共有財産会計予算

年度病院事業会計予算

年度水道事業会計予算

山手幹線芦屋川横断工区の施行に関する協定の締結

海浜公園有料公園施設の指定管理者の指定

同意（２／ ）

可決（３／８）

可決（３／８）

可決（３／８）

可決（３／８）

可決（３／８）

可決（３／８）

可決（３／８）

可決（３／８）

可決（３／８）

可決（３／８）

可決（３／８）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

可決（３／ ）

議

提

障害者自立支援法案に関する意見書
年度一般会計予算等に対する付帯決議
市議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

否決（３／ ）
可決（３／ ）
可決（３／ ）

請
願 福岡銀行社宅跡地のマンション建設に関する請願書 採択（３／８）

※委員会審査の結果、採択・不採択の結論を得たものを掲載しています。

陳情
番号 件 名 審査を行った

委 員 会 結 果

芦屋川の松と桜の存続を求める陳情書 建 設
常任委員会 採 択（３／ ）

不
退
転
の
決

意
で
行
政
改
革

を
進
め
る
中
、

昨
年
よ
り
さ
ら

に
厳
し
い
方
針

で
臨
ん
だ
予
算

で
あ
る
。
こ
の

状
況
下
、
県
と

の
連
携
を
模
索

し
、
重
要
施
策

を
一
歩
も
二
歩
も
進
め
よ
う

と
す
る
姿
勢
を
評
価
す
る
。

ま
た
、
市
民
と
の
協
働
も
実

践
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
は
市
民
の
理

解
な
く
し
て
は
成
功
し
な
い

事
業
。
温
も
り
の
あ
る
ま
ち

に
す
る
に
は
、
職
員
の
や
る

気
を
引
き
出
し
、
市
民
と
の

触
れ
合
い
、
説
明
責
任
を
果

た
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
年
、
市
立

芦
屋
高
校
は
募

集
停
止
に
な
り
、

進
路
が
閉
ざ
さ

れ
た
生
徒
も
い

る
。
六
月
か
ら

海
浜
公
園
プ
ー

ル
の
管
理
運
営

が
民
間
に
移
行

す
る
が
、
だ
れ

も
が
平
等
に
受
け
る
こ
と
の

で
き
た
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す

る
と
の
懸
念
が
あ
る
。
福
祉

医
療
が
改
悪
さ
れ
、
生
活
が

脅
か
さ
れ
る
。
教
育
や
健
康
、

生
活
が
脅
か
さ
れ
る
一
方
で
、

今
年
の
国
体
準
備
に
一
億
一

千
万
円
、
さ
ら
に
本
番
で
は

三
億
二
千
万
円
が
平
気
で
投

入
さ
れ
る
。
山
中
市
長
の
言

う

財
政
再
建

と
は
何
か
。

大
阪
市
に
端

を
発
し
た
職
員

互
助
会
厚
遇
問

題
は
、
芦
屋
市

も
例
外
で
は
な

い
。
行
革
で
市

民
に
負
担
を
お

願
い
す
る
に
際

し
て
は
、
ま
ず

自
ら
が
、
そ
の

姿
勢
を
正
す
必
要
が
あ
る
。

そ
の
点
、
新
年
度
予
算
に
は

改
善
が
見
ら
れ
ず
、
非
常
に

残
念
で
あ
る
。
議
会
が
可
決

し
た
付
帯
決
議
を
重
く
受
け

と
め
、
早
急
な
改
善
を
求
め

る
。
施
政
方
針
に
あ
る

市

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
市
役

所

市
民
の
目
線
に
立
っ

て
市
民
と
歩
む
市
役
所

に

な
る
た
め
さ
ら
な
る
努
力
を
。

年
金
、
国
保
、

介
護
な
ど
社
会

保
障
制
度
の
改

革
や
、
地
方
分

権
の
た
め
の
三

位
一
体
改
革
の

先
行
き
が
不
透

明
な
中
、
さ
ら

な
る
行
革
の
推

進
に
よ
る
行
政

の
ス
リ
ム
化
と
組
織
の
強
化

を
要
望
す
る
。
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
き
、
緊
縮
し
た
新

年
度
予
算
だ
が
、
山
手
中
学

校
で
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
、
乳
が
ん
早
期
発
見
の
た

め
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

の
導
入
、
心
臓
停
止
の
現
場

で
、
一
般
市
民
が
使
用
で
き

る

（
自
動
除
細
動
器
）

の
導
入
な
ど
を
評
価
す
る
。

創政クラブ

公

が
で

き
る
こ
と
に
は

限
り
が
あ
る
。

市
民
と
の
協
働

に
よ
っ
て
、
よ

り
住
み
や
す
い

ま
ち

を
築

く
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
。

市
民
の
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
運

ぶ
た
め
に
は
、
活
動
拠
点
の

整
備
や
利
便
性
を
向
上
す
る

新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、

進
め
る
べ
き
事
案
の
中
に
は

財
政
に
負
担
の
か
か
ら
な
い

方
法
が
多
数
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
は
、
優
先
順
位
を
冷

静
に
見
極
め
、
芦
屋
市
再
生

へ
の
道
を
、
粛
々
と
歩
ん
で

ほ
し
い
。

山
中
市
政
は

新
年
度
で
、
国

民
健
康
保
険
料

を
一
人
当
た
り

約
一
万
円
も
値

上
げ
、
高
齢
者

や
母
子
家
庭
、

障
害
者
へ
の
医

療
費
助
成
制
度

で
の
削
減
、
福

祉
金
も
ゼ
ロ
。
さ
ら
に
二
年

連
続
の
幼
稚
園
保
育
料
値
上

げ
等
、
市
民
に
痛
み
を
押
し

付
け
て
い
る
。
一
方
、
山
手

幹
線
道
路
に
七
億
円
余
を
投

入
、
さ
ら
に
二
十
二
億
円
が

後
年
度
負
担
と
な
る
芦
屋
川

の
ト
ン
ネ
ル
工
事
着
工
な
ど

は
、
財
政
再
建
に
逆
行
だ
。

税
金
の
使
い
道
を
暮
ら
し
優

先
に
転
換
す
べ
き
だ
。

施
政
方
針
に
対
し
て

会
派
か
ら
ひ
と
こ
と

施
政
方
針
に
対
し
て

会
派
か
ら
ひ
と
こ
と

二
月
二
十
七
日
（
金
）
の
本
会

議
に
、
市
長
か
ら
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
議
案
の

提
出
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
同

意
し
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
（
任
期
・
三
年
）

難
波

里
美
（
な
ん
ば

さ
と

み
）

大
阪
市
在
住
。

可
決
し
た
決
議

可
決
し
た
決
議

市
議
会
で
は
、
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
予
算
を

は
じ
め
、
各
会
計
予
算
案
を
可
決
し
ま
し
た
が
、
予

算
執
行
に
当
た
っ
て
の
要
望
を
ま
と
め
、
次
の
と
お

り
決
議
し
ま
し
た
。

平成 年度一般会計予算等に対する付帯決議

平成 年度の予算を執行するに当たり、以下の事項につい
て適切な措置を講ずるよう求める。

１ 職員互助会の予算は、公費負担分の適正化を図るととも
に給付内容の見直しを早急に行い、市民の理解が得られ
る制度に改善すること。

２ 特殊勤務手当、退職時特別昇給制度の適正化を図ること。
３ 上記事項については、その進捗状況を随時議会に報告す

ること。

以上、決議する。
芦 屋 市 議 会

芦屋市議員互助会の活動
芦屋市議会には議員全員で組織する議

員互助会があります。この会は、会員の
相互扶助と親睦を図り、議会の円滑な運
営に資することを目的としています。会
では、慶弔、見舞い等の給付事業と健康
診断等の厚生事業などを実施しています。
議員互助会は、会員の会費（１人月額
円）と市からの交付金で運営してい

ます。従前は、市職員互助会の例になら
い、会費の倍額の交付金を受けていまし

予
算
特
別
委
員
会
で

年
度
予
算
案
を
審
査

平
成
十
七
年
度
各
会
計
予
算
案

十
三
件
の
審
査
を
行
う
た
め
、
三

月
九
日
（
水
）
の
本
会
議
で
、
全

議
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員

会
（
委
員
長

長
野

良
三
、
副

委
員
長

松
木

義
昭
）
を
設
置

し
ま
し
た
。
予
算
特
別
委
員
会
で

は
、
予
算
案
を
三
つ
の
分
科
会
に

分
割
し
て
審
査
し
ま
し
た
。

ワークショップ

公 明 党

新 社 会 党

英明クラブ

日本共産党


